































In this study, the relation between climate environment variation and religious service was investigated.
First, the shrines for the god who presides over climate were studied. Next, the present religious services con-
cerned with climate were extracted, and their distribution maps over the whole country were drawn.
Furthermore, the meaning of the religious service distribution for each climate element was analyzed. As a re-
sult, the followings were found: 1) The God concerned with climate, especially the one praying for rain, has been
enshrined until the present around the mountain-foot areas of Nara and Kyoto. They are worshiped as rain god,
water god or dragon god by the waterfalls and the mountain streams. 2) The traditional place for the rain gods
is not the source of a river in that area. In addition, the places have changed with the times. The religious service,
for a rain-praying god has its complex characteristics. They were also influenced by the central governor. 3) In
religious service names, many characters concerned with climate are seen. They are for fine, rain, hot, cold, wind,
water and so on. 4) Names of the religious services concerned with climate do not always show the climate phe-
nomenon itself. In addition, it is not often the case that the god concerned with climate changes into a personified
god. Except for the god of water, god of dragon, god of wind and god of thunder, the nature of the climate is in-
directly indicated. 5) The number of religious services concerned with climate is different for each of the climate
elements. Religious services for rain or river are few, but those for water are many. It is thought that deciding
where to enshrine the god is easy in the case of water (god). 6) Distribution densities of religious services con-
cerned with climate differ with areas. It is high in Kinki District, but low in Tokai and Nankai District. The dis-
tribution of religious services concerned with climate is not equal to the distribution of the climate phenomena
itself. The former one is considered to have been influenced by the ancient religious services, such as praying for
rain. 7) Among the religious services concerned with climate, the ones for water, fire or wind are especially com-
mon. The theory of Godai of the Mikkyo Buddhism, in which water, fire and wind are the three of the five ele-
ments of the universe, may have influenced it.
キーワード：気候環境，気候変動，祭祀，日本列島






























































































































































































































































































































晴天 曇天 寒冷 風波 水源 水流 採水 水神 降水 乾燥
晴 460 雲 227 霜 618 風 2,460 井 217 水 1,454 潮 151 龍 2,442 雷 165 火 4,289
光 81 蔭 48 涼 142 嵐 72 泉 91 川 473 汐 83 竜 127 降 101 焚 2,952
温 78 霞 13 寒 49 波 52 池 89 流 391 塩 56 滝 51 雨 67 干 94
陽 63 陰 11 雹 32 鎌 15 湖 13 河 67 瀧 28 傘 24 熱 27





















































































表３ 晴天の祭祀の名称別数 表５ 嵐の名称別数
祈晴 厄晴 嵐
祈晴祭 440厄晴祭 8 嵐除祭 65
晴雨孝神事 3願晴祭 3 避嵐祭 1
祈晴雨祭 1その他 5 氷嵐除祭 1
雷嵐除祭 1
雹嵐除祭 1
表４ 寒冷の祭祀の名称別数 嵐篭 2
涼 寒 雹 氷 雪 その他 1
納涼祭 86御寒祭 21雹祭 12氷祭 8雪祭 2
表６ 水源の祭祀の名称別数御涼祭 51寒入祭 8雹祈祷 13氷祈祷 2吹雪祭 1
その他 5寒中祭 1雹除祈祷 2氷嵐除祭 1赤雪祭 1 井 池
寒明祭 1雹除祭 2氷の日 1雪中花水祝 1 御潮井 47 御池祭 17
寒山祭 5雹止祭 1氷雨祭 1雪洞祭 1 御井戸 26 池宮祭 7
その他 13雹嵐除 1氷朔日 1雪灯籠祭 1 岩井戸祭 21 池神祭 4
その他 1氷室祭 4御雪移祭 1 井神祭 10 池替祭 9















































水 水神 水神社 水口 他
天水祭 71水神祭 321水天宮祭 44水口祭 17水無月祓 349
水祭 28大祓祭・水神祭 161水神社祭 43水分社祭 17水月祓 18
水まつり 2水神祭 36水神宮祭 37用水の湯祓 11水月大祓 3
水神様 15初水天宮祭 3用水祭 10若水祭 25
水神講 12 お水取り・貰い 9
皆作（水神祭） 7 水取祭 3
月次水神祭 3 水もらい 2
八大龍王水神祭 3 水神幣切 3
水神荒神祭 2
川原水神祭 2
表８ 川/河の祭祀の名称別数 表９ 採水の祭祀の名称別数
川 川 他 潮 汐 塩
川祭 98川行（足洗い） 3春祭・荒川稲荷社初午祭 47 御潮井 32御汐井 13塩垢離 9
川まつり 7川渡祭 3天川社祭 30 千度潮井 28千度汐井 7塩汲祭 4
川下祭 7河濯祭 5川西彰魂社例祭 11 潮汲 31汐掻 26塩祭 1
川原祭 7川濯祭 3氷川祭 8 潮祭 13汐汲祭 15塩湯 5
川瀬祭 7 河内社祭 6 潮掻 12汐取祭 9その他 37
川すそ祭 5 河内神社祭 5 潮干祭 6汐祭 3
川口祭 4 川越祭 5 潮止祭 4その他 5
川除祭 4 井川神楽 4 その他 25
川裾祭 4 井堤川祭 3































瀧 瀧宮 龍田社 龍頭 龍王 龍王社
瀧祭 8滝宮祭 3 龍田恵美須大祭 1050龍頭の舞神事 739龍王祭 39龍宮祭 27
お滝祭 5瀧宮神社祭 3 龍田社祭 5 龍神祭 33竜宮祭 15
御滝神事 5瀧神社祭 2 竜神祭 13龍神社祭 13
滝祭 5 竜王祭 12竜王護国社祭 6
大滝祭 2 龍神さん 7竜王神社祭 5
















雨祝 雨乞 雨宮 その他
雨喜び祭 2雨乞祭 15雨宮祭 2晴雨孝神事 3
雨の祝祭 1祈雨祭 5雨之社祭 2普利雨祭 3
雨よろこび 1雨乞い神事 2雨宮神社祭 1梅雨分けの祭 2
雨之祝 1雨乞祭り 2雨宮風宮祭 1雨瀧祭 1
祈雨感謝祭 1雨乞神事 2雨之宮社例祭 1雨風神社例祭 1
慈雨感謝祭 1雨祈い祭 1末社雨宮八幡社例祭 1穀雨祭 1
風雨順和祭 1雨給れ 1 祭礼・雨灯籠 1


































































鎮火 火 火焚 火伏 他
鎮火祭 1461火祭 631新嘗火焚祭 418火伏せ 115左義長火祭り 25
鎮火の行事 29火まつり 59節分火焚祭 258秋葉講防火祈願祭 103火渡 17
祈年祭・鎮火祭 25火燈祭 20お火焚・祭 162火防祭 84火の神祭 16
大祓・鎮火祭 19御神火祭 17火焚き神事 77火災除祭 14火鑽神事 10
火鎮祭 19火ともし祭 5御火焚祭 54防火安全祈願祭 12忌火祭 9
鎮火神事 9神火祭 5火焚祭 34防火祭 11火清鳴弦行事 9
田祭・鎮火祭 8御神火燈明行事 4厄除火焚神事 15秋葉の火祭り 10焼火祭 9
山王御祓・鎮火祭 5五穀豊穣・火祭 4火焚神事 13防火祈願祭 9風早の火事祭 8
鎮火大祭 3 火焚き式 12秋葉社火祭 9花火祭 8
火焚串焼上祭 9火除祭 8火爐祭 7
火焚通夜 6無火災祈願祭 6火振祭 7
火焚き 5火災記念日祭 5煙火奉納 7
秋季火焚祭 5愛宕火祭 5火焼神事 6
火たき祭 4火ぶせ祭り 4燈火祭 5
稲荷社火焚祭 3火除神社祭 3花火奉納神事 5
焚火神事 3 別火講中 5
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図10 天候に関する祭祀（雪・風）と水に関する祭祀（水，川，潮）の分布
祭祀の行われる神社の位置と祭祀の名称を示す。
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図11 祈雨に関する祭祀（瀧，龍，雷，雨、火）の分布
火は気候災害ではないが，祈雨などの祭祀につながる
潮は先述のように，水，採水にかかわる祭祀であ
る。潮，塩，汐の祭祀の分布は，東北南部から以西
の太平洋岸であり，日本海側にはきわめて少ない。
また北九州に集中してみられる。お潮井などの祭り
では，海岸で海水が汲まれるが，ここで海水に象徴
されるのは水であり，農耕用の水を得ることを示し
ている。北日本，日本海側に少ないことは，水に比
較的恵まれたことによると考えられる。
祈雨に関する祭祀
滝は，祈雨の行われる場として重要であるが，滝
は水源を示すと考えられる。滝の祭祀の分布は偏在
しており，近畿から中国・四国地方にみられる。一
方，滝の多い中部山岳周辺での祭祀は限られる。
龍の祭祀は，関東と近畿に多いが，その他には瀬
戸内と九州北部に多い。一方，北日本や日本海側で
は少ない。龍王，また龍神の祭祀が多く，分布は祈
雨と深く関わると考えられる。ここでとくに東京と
奈良で突出しているが，東京で多いのは龍頭の舞神
事であり，奈良で多いのは龍田恵比寿大祭である。
これらの祭祀に集中するために，祈雨とは必ずしも
結びつかない。
雷の祭祀は雷雨，夕立を通じて，雨がもたらされ
ることにつながると考えられる。雷の祭祀の分布は
偏在しており，南東北から関東でもっとも多い。畿
内にもみられるが，それ以西ではきわめて限られ，
日本海側でも少ない。このことは，雷の発生のみな
らず，雷災とのつながりも含まれると考えられる。
雨の祭祀は，先述のように数は少ない。分布が限
定されることは，稲作に関して水神の優先が影響す
ると考えられる。雨は天から降るため，雨神を祀る
位置の特定は困難であるが，水源は明瞭であるので，
水神がその地に即して祀られたことが考えられる。
雨の祭祀の分布はやや偏り，関東，瀬戸内，とくに
近畿に分布する。祈雨神事が，朝廷により近畿地方
で行われたことがかかわると考えられる。
火の祭祀は多い。ここで火について，火が人為に
より生じたとしても，発火後に自然に持続すること
から，人格化されることなく火の神として捉えられ
ていると考えられる。その祭祀は多数にのぼり，全
国くまなく分布する。ただし局地内への集中が著し
い。とくに北陸および畿内である。北陸に集中する
ことには，冬の気候環境の影響が考えられる。
Ⅳ 気候災害と気候祭祀
まつりと気候祭祀
祭祀は世界各地の文化のもとでも行われるが，神
尊を祀り，祖霊を祭って，生命や作物が豊かである
こと，年の多幸や天下の太平を祈願し，感謝する。
ここで対象とした祭祀もその中に位置づけられるが，
資料は神社祭祀に属するものである。寺院でのよう
に宗祖や祖先の霊を祭るというより，神を招いて饗
応し，祈願するという面が強いため，気候祭祀との
かかわりが強いことが考えられる。また神社で行わ
れる祭祀のため，共同体の儀礼であり，またイベン
トとして独り立ちした奉納行事ではなく，神事にも
とづいていることも，気候祭祀とのかかわりが強い
と考えられる。
ただし，使用した資料中の祭祀には，全国でさま
ざまな様式がみられ，祭神は氏神や鎮守，学芸や武
芸神，商売神など多様であり，祈願や報恩などの内
容を含み，習合や合祀などを経て歴史的にも変容を
重ねている。そこから抽出された気候祭祀も，それ
らとの習合があるため，抽出された，気候祭祀にも
複合的な内容が含まれている。
気候祭祀分布の粗密
類似すると考えられる気候祭祀でも，その数は大
きく異なることがある。中でも雨の祭祀は水の祭祀
にくらべ，その数は著しく少ない。これは，雨が臨
時祭，水が常祭としておこなわれたことによると考
えられる。10世紀前後より，祈雨でも仏教儀礼が
盛んとなった。このことも，神社での雨の祭祀を少
なくさせていると考えられる。神社での雨の祭祀が
近畿と瀬戸内東部に多いことは，古代の朝廷による
祈雨祭祀の対象範囲にかかわる。
先述のようにこれら気候祭祀の分布には偏在する
場合があるが，一方で東海，南海，山陰地方は，総
じて気候祭祀の分布が稀薄となる傾向がみられる。
また海岸付近では比較的に祭祀が少ない傾向もみら
れる。こうした地域では，雨風などの気候環境が異
なるという以上に，気候ないしは自然への認知が異
なることが考えられる。
気候祭祀の内容
先述の気候祭祀では，雨や雪は少ない一方で，と
くに風，火，水，などへの集中がみられる。多くの
気候の要素がある中でも，少数のものにとくに強い
神性を認めることが考えられる。
気候環境の変動と祭祀とのかかわり
―113―
ここで五輪塔には，地，水，火，風，空，が表され
るが，この五大は平安の密教の影響といわれる。イ
ンド系の五大に類似して，中国系の陰陽五行では，
木，火，土，金，水の五行を基本とし，それに対応
する，風，熱・暑，湿，燥・寒，寒・燥を五悪とす
る。
五大では，水，火，風が含まれ，五行では，風，
熱，湿が含まれるが，気候祭祀に風，火，水が多い
ことには，インド，中国と共通あるいは影響の存在
することが考えられる。
Ⅴ おわりに
各地に伝わる祭祀には，さまざまな意味が含まれ
ているが，神への感謝や畏敬の念を表わし，不安や
害悪を除いて平安や豊饒がもたらされるよう祈願さ
れる。農耕社会ではとくに，自然への感謝や災害除
けの祈願は重要となる。そのため祭祀の記録には，
多くの自然に関する情報，さらに気候環境の変動に
関する情報が含まれている。
本論では気候環境の変動と祭祀のかかわりについ
て，調査・分析を行った。まず天候や気候にかかわ
る神を祀り，その祭祀の伝えてきた神社について，
調査した。次に現在も行われている気候にかかわる
祭祀を抽出し，その全国的な分布を調査した。さら
に気候の要素ごとに祭祀の分布を明らかにし，その
分布の傾向のもつ意味について分析した。その結果，
およそ以下のことが明らかになった。
1） 気候にかかわる神で主要な祈雨神は，現在も奈
良や京都周辺の山麓などに祀られている。いずれ
も滝や渓流の地であり，雨神，水神，また龍神と
して祀られている。
2） 古代より伝わる祈雨神の地は，地域的な水源の
地ではない。また時代によりその位置も変化して
いる。祈雨神祭には複合的な性格があり，国家の
影響も受けている。
3） 現在行われている祭祀にも，気候にかかわる文
字が含まれるものが多数ある。晴雨や寒暖に関す
るものがあり，さらに風や水に関するものはとく
に多い。
4） 祭祀の名称は，気候現象そのものではない。ま
た人格神化される場合は限られる。水神，龍神，
風神，雷神を除くと，抽象的・間接的に気候の神
性が示されている。
5） 気候祭祀は，要素により多少がある。雨や川は
少ないのに対し，水は多い。前者に比べ後者は，
神の鎮座地を直接的に比定することが容易なため
と考えられる。
6） 気候祭祀の分布には粗密があり，およそ関東や
近畿に多く，東海や南海に少ない。気候現象の分
布そのものでなく，古代の祈雨祭祀などの影響と
考えられる。
7） 気候祭祀の中でも，とくに水，火，風の祭祀が
多い。これには陰陽の五行の影響や，とくに水，
火，風を含む，密教の五大の影響が考えられる。
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